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１. まちんなかラウンジの令和６年度事業計画について

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの
登録商標です

← 多職種研修会②・
在宅医療各種課題検討会④

長崎市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（令和６年度～令和８年度）が新たに策定され
ました。まちんなかラウンジでは、この計画に基づき長崎版地域包括ケアシステムの深化・推進
に向けて「在宅医療と介護の連携推進」及び「人生会議（ACP）の普及啓発」に取り組みます。
令和６年度の主な事業計画は次のとおりです。
１ 市民からの医療・介護に関する相談受付（常時受付）
２ 在宅医療・介護連携における現状分析・課題の抽出に関する事業
（１）在宅実施医療機関の把握と提供（年１回更新）
（２）まちんなかラウンジ連携調整会議の実施（年２回開催）
３ 在宅医療・介護連携を推進するための事業
（１）在宅医療・介護連携に関する専門職からの相談受付、情報提供、連携支援（常時受付）
（２）市民への普及啓発

① まちんなかサロンの開催（年３回開催予定）
② 市民健康講座の開催（年１回開催予定）
③ 在宅医療講座の開催（東長崎ほか３地区で年４回開催予定）
④ 出張講座・出前講座の開催（依頼により随時開催）
⑤ チラシ・パンフレット等の作成（市民向け「看取り」のパンフレットを作成）

（３）医療・介護関係者（専門職）への支援や研修会の開催
① 在宅医療各種課題検討会の開催（年４回開催予定）
② 多職種研修会の開催（年３回開催予定）
③ 在宅看・看連携事例検討会の開催（年１回開催予定）
④ 在宅医療推進講座の開催（年１回開催予定）
⑤ 病院向け在宅医療説明会の開催（依頼により開催）

（４）その他在宅医療・介護の連携推進に関する事業
① 地域ケア会議への参加、情報提供
② 専門職向け「看取り」パンフレットの作成

令和６年度もより良い研修会や講座を開催していきたいと思います。「こんな研修会をしてほ
しい」というご要望があればまちんなかラウンジまでご連絡ください。また、在宅医療やACPに
関する出張講座、研修・会議への相談員の派遣も受け付けていますのでお気軽にお申し付けくだ
さい。

２. まちんなかラウンジスタッフ（定員７名 欠員１名）
所 長 山口典昭 相談員 釜﨑篤子（看護師） 松原久美子（看護師・CM）

宮地瑞惠（看護師）新任

事 務 木場英郎 馬場桂子

退 職 宮地登代子
井川良子

現在、まちんなかラウンジでは相談員を募集しています。
詳しくは、まちんなかラウンジまたは県看護協会ナースセンターまで
お問い合わせください。

昨年度消防局で開催した多職種研修会の様子



在宅医療各種課題検討会④ 看取り
多職種研修会②
『看取りの事例発表会』

講師: ①特別養護老人ホームめざめ 伊藤朋子講師
②グループホームふるさと 平戸京子講師
③定期巡回・随時対応型訪問介護看護
プライエム横尾 田中洋充講師

④訪問看護ステーション横尾 河間保子講師
座長: 長崎市医師会奥平定之先生
日時: 令和6年3月15日(金) 19時00分～21時00分
場所: web開催
参加者: 174名
内容: 
各事業所から「看取り」への取組みや事例につい

て発表していただきました。
「めざめ」からは、夜間体制、ICTの活用、看取り
の流れ、ACPの取組み、看取りケアの実例、各専門
職が抱える悩みや課題等の紹介と、よりよいケアを
しようとする取組みを説明していただきました。
「ふるさと」からは、「一人ひとりの生活の継続の
実現と本人本位の認知症ケア」という理念のもと、
地域で暮らす楽しさ・嬉しさ・豊かさを感じてもら
うために、多職種や家族だけでなく地域を巻き込ん
で看取り期まで連携していることと今後取り組んで
いかなければいけないことを紹介していただきまし
た。「プライエム横尾」からは、訪問看護、定期巡
回・随時対応型訪問介護看護利用者3名の事例が紹
介され、看護職員の役割として、訪問看護師が多職
種連携の基盤となるとの説明がありました。

5.「長崎市まちんなかラウンジ研修動画」YouTube限定公開のご案内

まちんなかラウンジでは、令和4・5年度に開催した研修の動画をYouTube（ユーチューブ）
で限定公開しています。（YouTubeの「限定公開」は、そのURLを特定の人に共有することで、
URLを知っている人だけが動画を視聴することができる機能です。）

視聴をご希望の方は、まちんなかラウンジに電話又はメールで動画URLをおたずねください。
動画は、講師に承諾を取り、個人情報を保護するため一部加工していますので、施設やグルー
プでの研修に使用してもらってかまいませんが、ダウンロードして拡散、公開することのない
ようお願いします。

長崎市包括ケアまちんなかラウンジ

医療・介護の相談受付 在宅医療・介護の連携支援
住所 長崎市江戸町６－５ 江戸町センタービル2階
☎ 095-893-6621 FAX 095-826-3021 Eﾒｰﾙ machinnaka@muse.ocn.ne.jp

開設時間 月曜日～土曜日 9：00～17：00 （日曜・祝日・年末年始・8月15日はお休み）

４. 研修会のご報告

ここで報告した2つの研修動画は、YouTube（限定公
開）で視聴することができます。
視聴方法は、次の案内をご覧ください。

在宅医療各種課題検討会③ 入退院支援
『長崎大学病院の入退院支援とその時の

ACPについて』

講師: ①長崎大学病院総合支援部
部長 准教授 田浦直太先生

②長崎大学病院がん診療センター
緩和部門長 准教授 石井浩二先生

座長: 長崎市医師会山口達之先生
日時: 令和6年2月8日(木) 19時00分～20時30分
場所: web開催
参加者: 95名
内容: 
田浦先生からは、「長崎大学病院の入退院支援」に

ついて講義をしていただきました。
深刻な高齢化で医療費抑制が求められるなか、長崎

大学病院では１万８千人強（2022年）の入退院があ
り、地域医療連携センターでは、毎年2千件を超える
転院調整と500件を超える在宅調整をしているという
ことで、その業務内容等を説明していただきました。
また、石井先生からは「長崎大学病院のACPについ

て」と題し、ACPの重要性や長崎大学病院の取組みに
ついて、事例を交えてわかりやすく紹介していただき
ました。長崎大学病院では、ACPシートを作成してい
ますが、院内での普及とあじさいネットとの連携を
図っているとの説明がありました。

３. 長崎市包括ケアまちんなかラウンジ連携調整会議のご報告
まちんなかラウンジでは、在宅医療と介護の連携促進の取組みを充実させるため、在宅医療に関わる14

の職能団体から推薦された連携推進委員による連携調整会議を年2回開催しています。令和6年2月27日(火)
に開催した会議では、令和5年度のまちんなかラウンジの活動報告、認知症基本法の解説、各職能団体の活
動報告が行われ、在宅医療・介護連携推進に関する課題の抽出や認知症基本法、今年度実施される診療・
介護報酬の改定を踏まえた連携促進の取組み等が検討されました。また、令和7年6月14・15日に出島メッ
セで開催される「日本在宅医療連合学会全国大会」のお知らせと協力依頼がありました。
まちんなかラウンジでは会議の結果を受けて、令和6年度の具体的な事業を計画し実施していきます。


